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１、日本における水源管理の取り組み

２、水源管理における政府の有効性

２－１：公共財としての水源管理

２－２：自発的支払いの限界

３、政府の必要性に対する疑問

３－１、森林の公益の評価額

３－２、不確実さに対する対応策

４、まとめ～水源管理問題における文理融合の可能性～



政府と市場の役割分担政府と市場の役割分担

政府の役割 市場の役割

１、水源管理における政府と市場の役割分担

２、水配分における政府と市場の役割分担

（水利権市場の機能と限界）



注目点：森林としての水源注目点：森林としての水源



漁民の森活動

（襟裳岬、西別川）

漁民の森活動

（宮城県気仙沼）

三重県海山町

FSC森林認証

高知県梼原

FSC森林認証

岡山県 おかやま森づくり県民税
鳥取県

森林環境保全税

山口県椹野川流域

地域通貨フシノ

高知県土佐村

地域通貨ウェスト

・政府主導型（森林環境税、森林整備協定）

・民間主導型（ボランティア、地域通貨、FSC）

木曽川森林整備協定斐伊川森林
整備協定

Q:どれが最も望ましいか？

白川森林整備
協定

１、日本における水源管理

Outline

１、政府（税）方式の有効性

２、税投入の問題点

３、税投入問題への対処



２、水源管理における政府の有効性２、水源管理における政府の有効性

森の恩恵

植林
間伐

植林
間伐

森の恩恵

森の恩恵
（社会的利益）

森の恩恵
（社会的利益）

A B

２－１ 公共財としての森林管理

森林管理の利益

１．私的利益の確保：貢献者本人が専有できる利益

２．社会的利益の確保：貢献者本人のみならず他人に波及して

しまう利益

＊互いの貢献が波及させ合う恩恵の集積体：森林の公益・公共財



C
B

D

植林/間伐A

管理コスト

木材販売に
よる私的利益

社会的利益
の波及

公共財の私的供給公共財の私的供給

水源涵養
景観
二酸化炭素の吸収
魚付林効果 etc.

木材価格の低下

過疎・労働者の高齢化

私的利益

社会的利益

タダ/無料

＝

対価支払い

支援

対策：

対価支払い



２－２ 自発的支払いの限界

社会全体：「植林・間伐の生み出す総利益＞植林・間伐の総コスト」：割に合う

個人の計算： 「上記の総利益のうち専有できる分＜植林・間伐のコスト」：割に合わな
い

→森林保護：「総論賛成」「各論反対」＝社会的ジレンマ（Dawes 1975、pp.100-102）

→他人に貢献にただ乗りする誘因up：誰も進んで貢献しようとしない

→「共通の利益なのに実現しない」ではなく「共通の利益だからこそ実現しない」

A

C

B

D

大部分：他にこぼれる

自分へのリター
ン：ごくわずかA

C

B

D

社会的利益のこぼれ

１）総論賛成：全員協力ならば割に合う ２）各論反対：個人的には不採算

・
・
・

￥ ￥



C
B

D

植林/間伐A

管理コスト

木材販売に
よる私的利益

社会的便益
の波及

なぜ政府が有効か？なぜ政府が有効か？
：フリーライダーの防止：フリーライダーの防止

水源涵養
景観
二酸化炭素の吸収
魚付林効果 etc.

タダ/無料強制的な
対価支払
い

支援

森林環境税

森林整備協定 Etc.

＝



A

C

B

D

大部分：他にこぼれる

自分へのリター
ン：ごくわずかA

C

B

D

社会的利益のこぼれ

１）総論賛成：全員協力ならば割に合う ２）各論反対：個人的には不採算

・
・
・

￥ ￥

森林保護：「総論賛成」「各論反対」＝社会的ジレンマ ： 政府の必要性の論拠

条件１ 社会全体：「植林・間伐の生み出す総利益＞植林・間伐の総コスト」：割に合う

条件２ 個人の計算： 「私的利益＜植林・間伐のコスト」：割に合わない

そもそも条件１が成り立つという証拠はあるのか？

３、３、 政府の必要性に対する疑問政府の必要性に対する疑問



森林の価値：評価の難しさ森林の価値：評価の難しさ

・社会的利益：タダでこぼれる・社会的利益：タダでこぼれる

：もともと価格がつけにくい：もともと価格がつけにくい

・森林機能に未解明部分あり・森林機能に未解明部分あり

・評価の手法が統一されていない・評価の手法が統一されていない

→森林の価値評価にはあいまいな→森林の価値評価にはあいまいな
部分多し部分多し

３－１３－１ 森林の公益森林の公益
評価額評価額

森林の公
益：金額換

算

税収規
模/年

出典

岩
手

2兆6398億
円

7億1000
万円

岩手県HP

福
島

2兆5778億
円

10億円

うつくしま森
林・林業・木
材産業振興プ
ラン２１、18頁

高
知
県

2兆円
1億4000
万円

森林環境保
全のための新
税制の考え方、

3,18頁

熊
本
県

1兆5451億
円

4億2000
万円

森林を活かす、
水とみどりの
森づくり税に
ついて4、16

頁

島
根
県

1兆6990億
円

1億9500
万円

島根県におけ
る独自課税の
報告書4頁、

資料2



森林環境税森林環境税 導入（予定）県導入（予定）県



３－２３－２ 不確実さに対する対応策不確実さに対する対応策

・なぜ価値が不明確な所に税金が投入されているのか？・なぜ価値が不明確な所に税金が投入されているのか？
・仕事の確保・仕事の確保
・情報コスト→見切り発車・情報コスト→見切り発車

対策１、評価の精密化対策１、評価の精密化
科学的知見の欠如科学的知見の欠如
統一的な評価方法の欠如統一的な評価方法の欠如 －－－→（貨幣評価の困難さ）－－－→（貨幣評価の困難さ）
森林の機能の重複森林の機能の重複

対策２、不確実さを前提とした水源管理政策対策２、不確実さを前提とした水源管理政策
→現時点では割に合うかどうか不明→現時点では割に合うかどうか不明
・技術の継承という意義・技術の継承という意義
・できるだけ無駄を抑える工夫が必要・できるだけ無駄を抑える工夫が必要



順応型管理順応型管理

・順応型管理・順応型管理

（（adaptive managementadaptive management））
：不確実さを基にした資源管理：不確実さを基にした資源管理

の手法の手法

・資源管理を一つの実験と捉・資源管理を一つの実験と捉
える（える（MeffeMeffe p.97p.97））
・実行された計画の効果を検・実行された計画の効果を検
証証

・その検証に基づき当初の・その検証に基づき当初の
計画を適宜修正計画を適宜修正

計画

実行

検証

評価

いかに制度に組み込むか？
中村 1999年、108-109頁、柿澤2004年、327-328頁



順応型管理：制度への組み込み順応型管理：制度への組み込み

計画

実行

検証

評価

・試用期間の設定

→税そのものを定期的に見直し

（高知県など）

・基金化（高知県、岡山県など）

→財源が確実に森林に使われ
るようにする

・検証費用の確保（神奈川県）

→税の設定期限を工夫

・県民参加のしくみ（神奈川県）



まとめまとめ

・水源管理は社会的ジレンマの一つとして位置づ・水源管理は社会的ジレンマの一つとして位置づ
けられる余地をもつけられる余地をもつ

・政府（森林環境税）は社会的ジレンマを解決す・政府（森林環境税）は社会的ジレンマを解決す
る有効な方策であるる有効な方策である

・ただし森林の公益の大きさは確定されていない・ただし森林の公益の大きさは確定されていない

・よって税の導入は無条件に正当化されるわけ・よって税の導入は無条件に正当化されるわけ
ではなく、定期的な見直しのしくみなど無駄をではなく、定期的な見直しのしくみなど無駄を
抑える工夫を付随させる必要がある抑える工夫を付随させる必要がある



水源管理問題における文理融合の可能性水源管理問題における文理融合の可能性

・・ 理系との協力：ぜひ必要理系との協力：ぜひ必要

→データ収集のノウハウ、森林の公益機能評価→データ収集のノウハウ、森林の公益機能評価

・・ 目標と手段目標と手段

理系（森林管理の必要性、理系（森林管理の必要性、““理想の森林像理想の森林像””）：目標）：目標

文系（森林管理の方策、順応型管理の仕組み）：手段文系（森林管理の方策、順応型管理の仕組み）：手段

＊政治学：行動の組織化、集合行動（＊政治学：行動の組織化、集合行動（collective actioncollective action））
・・ 文理の協働：選択メニューの提示・情報の媒体文理の協働：選択メニューの提示・情報の媒体

・・ 文理「協力」は可能だが、文理「融合」には懐疑的文理「協力」は可能だが、文理「融合」には懐疑的
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